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おか
げさ
まで
10周

年

骨髄バンク推進全国大会2001
「10周年記念のつどい」

・・・理想にはいまだ遠く、厳しい環境にあります。しかし、私たち
は10周年にあたり、事業開始の原点に立ち戻り、「1人でも多くの患者さ
んに生きる希望を贈る」ことができるよう、全力で努力していくことを
「10年目の約束」として、ここに誓います。患者さん、ドナー登録者、
ボランティア、骨髄移植と骨髄バンクに関わる全てのみなさん、もはや、
私たちは一人ではありません。共に力をあわせ骨髄バンクの輪をさらに
広げ発展させていきましょう。
私たちは、心を新たに骨髄バンク事業の一層の推進に、今後とも全力
を尽くす決意を、ここに骨髄バンク10周年記念全国大会の名において
宣言します。

2001年11月25日　骨髄バンク10周年記念全国大会参加者一同（14面に関連記事）

〈大会アピール文より〉

10年目の約束�
～もうあなたは�
ひとりではない～�

10年目の約束�
～もうあなたは�
ひとりではない～�
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1998
1999

2000
2001

1997

骨髄移植1000例達成

骨髄ドナー登録時に

HLA1次・2次検査を

同時実施

NMDPと提携

国際協力（NMDPと

の提携）による骨髄

移植第1例

BMDW（世界骨髄バ

ンクドナーHLA種類

別データ集計）に参加

HLA照合サービス開始

TCMDR（台湾骨髄

バンク）より初の骨

髄液提供

ドナー登録者数10万

人達成（8月13日）

韓国に骨髄提供第一例

『チャンス』改訂に

よる登録手続の簡素

化（郵送申し込みハ

ガキの廃止）

HLA一部不適合移植

開始、年齢制限の緩和

KMDP（韓国骨髄バ

ンク）と仮提携締結

（5月14日）

移植2000例達成

（同日）

放射線被曝事故患者

の緊急コーディネー

ト開始

インターネットによ

る一般向けのＨＬＡ

照合サービス開始

放射線被曝患者のコ

ーディネート終了

DLI（ドナーリンパ球

輸注）療法を白血病

等の再発に対し開始

韓国（KMDP）より骨

髄提供による移植第

1例

（3月8日）

ドナー検索時の体重

条件を廃止

移植3000例達成

（12月16日）

コーディネート支援

システム導入

対米テロの影響によ

る骨髄液緊急搬送

10周年

1

8

12

9

4

6

10

1

5

3

1

5

11 11

12

1

9

ドナー登録者数

16270

36693

58737
69286

78870
90759

108613
126024

134012

142567

移植数
86 269

610

978

1376

1829

2384

3083

3621

3000例
到達

1000例達成を記念したキャ
ンペーンで配られたチラシ
（2.9）

白血病に冒された姉をめぐる家族の愛と葛藤を描いた
映画「マイルーム」。チャリティ試写会で長嶋監督と
握手するメリル・ストリープさん（1.22）

8

韓国への骨髄提供第一例
記者会見　（5.14）

骨髄バンクキャンペーンサ
イト「ドナーズネット」オ
ープン（7.5）

12

（件）

（人）



1991年、多くの患者家族の切なる願いと、多くの国民の皆さまの期待を担って産声を上げた日本骨髄バンクは、

おかげさまで今年で10年という大きな節目を迎えることができました。

2001年10月末現在、ドナー登録者数は14万4000人、仲介した移植例数は3600件以上。骨髄提供者の方々はもちろん、

ドナー登録されている皆さま、たゆむことなく深いご理解と暖かなご支援とご協力をいただいた

数多くのボランティアの方々、さらには関係機関の皆さまに心からお礼申し上げます。

発足以来、ドナーの方々をはじめ、関係者の皆さまの善意を結実させるべく、つとめてまいりました10年間。

事業の基本理念である「公平性・公共性・広域性」に絶えず立ち返り、

今もなお、ドナーが見つからない患者さんがいる現実から決して目をそらすことなく、

一層の努力と、一段の飛躍を期してまいります。

3

1992 1993 1994
1995

1996

厚生省公衆衛生審議

会成人病難病対策部

会に「骨髄移植対策

専門委員会」を設置

骨髄移植対策専門委

員会「中間報告」・

骨髄移植推進財団設

立発起人打合わせ会

（第1回）

「全国骨髄バンク推進

連絡協議会」が厚生

大臣に公的骨髄バン

クの早期設立に関し

陳情

（財）骨髄移植推進財

団設立発起人打合わ

せ会（第2回）

（財）骨髄移植推進財

団設立認可

日本赤十字社「骨髄

データセンター」設置

ドナー登録の受付開始

患者登録の受付開始

コーディネート開始

日本骨髄バンクによる

骨髄移植第1例実施

国家公務員に「骨髄

ドナー休暇」制度導入

国際協力による海外

患者へ骨髄提供第1例

骨髄移植累計100例

骨髄移植累計200例

全国の保健所（約

100カ所）でドナー

登録の受付を開始

骨髄移植累計500例

日本骨髄バンクと

NMDP（全米骨髄バ

ンク）の間で国際協力

契約を提携する方針

を決定

日本骨髄バンク5周年

1991

骨髄バンク10年のあゆみ

1

6

9

2

9

10

9

11

12

事業開始記念シンポジウム
（2.23）

AC（公共広告機構）骨髄バン
クキャンペーン開始

hideさん　骨髄バンクに登録「あんま
り深く考えているんじゃなくて、単純
に行動したかったんです」 （8.13）

骨髄バンク設立にむけた100
万人署名運動で配付された
テレフォンカード

（写真提供：遠藤允）

1

6

9

10

1

4

9

月
12

（
写
真
提
供：

遠
藤
允
）



①
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト

治
療
を
受
け
る
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
に
と
っ
て
、
治
療
法
の

効
果
と
そ
れ
を
期
待
で
き
る
確
率
を
は
じ
め
、
治
療
に
伴
う
副
作

用
な
ど
を
含
め
て
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
得
た
い
と
思
う
の
は
当
然
の

こ
と
で
す
。
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
と
は
、
医
者
が
患

者
を
治
療
す
る
前
に
現
在
の
病
状
や
治
療
方
針
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
患
者
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

な
お
、
コ
ン
セ
ン
ト
（
同
意
）
に
は
医
者
が
主
体
と
な
る
印
象
が

あ
る
た
め
、
米
国
で
は
患
者
さ
ん
が
主
体
の
「
選
択
」
に
替
え
て
、

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
チ
ョ
イ
ス
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で

す
。

②
東
海
骨
髄
バ
ン
ク
を
は
じ
め
と
す
る
…
…

民
間
組
織
の
「
東
海
骨
髄
バ
ン
ク
」
が
設
立
さ
れ
た
の
は
89
年

10
月
で
し
た
。
総
務
部
門
を
弁
護
士
、
ド
ナ
ー
登
録
部
門
は
個
人

と
し
て
参
加
し
た
日
赤
血
液
セ
ン
タ
ー
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
責
任
者

と
な
り
、
患
者
登
録
部
門
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
部
門
を
30
人
の
医

師
が
受
け
持
ち
ま
し
た
。
前
年
８
月
に
名
古
屋
骨
髄
献
血
希
望
者

を
募
る
会
（
現
・
骨
髄
バ
ン
ク
を
支
援
す
る
愛
知
の
会
）
が
発
足

し
、
普
及
啓
発
部
門
を
担
っ
た
の
は
、
バ
ン
ク
活
動
を
確
実
な
も

の
に
す
る
た
め
ド
ナ
ー
募
集
を
先
行
さ
せ
た
か
ら
で
す
。
91
年
４

月
に
は
、「
九
州
骨
髄
バ
ン
ク
」「
北
海
道
骨
髄
バ
ン
ク
」
が
相
次

い
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
東
海
骨
髄
バ
ン
ク
は
93
年
２
月
ま
で

に
約
３
０
０
０
人
の
ド
ナ
ー
登
録
と
、
55
例
の
移
植
実
績
を
残
し

ま
し
た
。

③
多
く
の
人
た
ち
に
、
ド
ナ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め

ド
ナ
ー
登
録
の
受
け
付
け
窓
口
は
、
着
実
に
増
え
ま
し
た
。
か

つ
て
は
日
赤
骨
髄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や
自
治
体
の
保
健
所
な
ど
固

定
窓
口
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
集
団
登
録
会
や
献

血
併
行
登
録
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
じ
て
ド
ナ
ー
登
録
者
を
獲
得
す
る
た
め
、
財
団
は
７
月

に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト
「
ド
ナ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
」（http

://w
w
w
.

d
onorsnet.net/

）
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ド
ナ
ー
登
録
は
ど
の

よ
う
な
手
順
で
進
ん
で
い
く
の
か
、
骨
髄
液
の
提
供
に
危
険
性
は

あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
素
朴
な
疑
問
に
答
え
る
な
ど
基
本
的
な
情

報
を
は
じ
め
、
ド
ナ
ー
を
待
つ
患
者
さ
ん
の
声
、
ド
ナ
ー
の
経
験

談
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

④
海
外
で
稼
働
し
て
い
た
骨
髄
バ
ン
ク
や
骨
髄
移
植
専
門
病
院

世
界
初
の
骨
髄
バ
ン
ク
は
イ
ギ
リ
ス
で
誕
生
し
ま
し
た
。
息
子

の
ア
ン
ソ
ニ
ー
ち
ゃ
ん
が
免
疫
不
全
症
と
診
断
さ
れ
た
の
が
き
っ

か
け
で
、
骨
髄
移
植
に
よ
っ
て
治
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
も
の
の
、

肝
心
の
ド
ナ
ー
プ
ー
ル

が
な
い
こ
と
を
知
っ
た

母
の
シ
ャ
ー
リ
ー
・
ノ

ー
ラ
ン
さ
ん
が
74
年
に

設
立
し
た
「
ア
ン
ソ
ニ

ー
・
ノ
ー
ラ
ン
研
究

所
」
で
す
。

近
代
的
骨
髄
移
植
は

ア
メ
リ
カ
の
Ｅ
・
Ｄ
・

ト
ー
マ
ス
博
士
（
90
年

4

E・D・トーマス博士

後楽園球場が半世紀の歴史に幕を閉じ、
国鉄が分割・民営化をスタートした1987年。
白血病の子をもつ2人の母親が、京都と東京で
我が子を病魔から救おうと立ち上がりました。

東奔西走の日々のなかで
やがて2人は公的な骨髄バンクの必要性に気づき
それこそがこどもを助ける近道と信じて

行動を起こします。
このような患者家族たちの運動は
ボランティアや医療関係者を動かし
大きなうねりとなって、国民を
そして国を動かしていきました。
しかし、2人のこどもは日本の
骨髄バンクを見ることはなく――。
母たちが悲しみに暮れるなか、1991年
バンクは産声をあげたのでした。

あれから14年――。歩む道はやや異なるものの、
骨髄バンクへ寄せる2人の気持ちは同じです。

「願いは、ドナー登録30万人！」

めざめて
１
９
８
０
年
次
女
貴
子
さ
ん
が
急
性
リ
ン

パ
性
白
血
病
を
発
症
。
病
名
を
告
知
し
、

骨
髄
バ
ン
ク
設
立
運
動
を
起
こ
す
。
91
年

バ
ン
ク
設
立
を
目
前
に
貴
子
さ
ん
他
界
。

現
在
は
財
団
企
画
管
理
委
員
、
関
西
骨
髄

バ
ン
ク
推
進
協
会
運
営
委
員
長
。
地
元
近

畿
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
登
録
会
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
草
の

根
的
活
動
を
続
け
て
い
る
。

藤
岡
さ
ん
が
骨
髄
バ
ン
ク
の
設
立
に
向

け
て
活
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、
３
歳
だ
っ
た
次
女
の
貴
子
ち
ゃ
ん

が
急
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
と
診
断
さ
れ
た

か
ら
。
い
っ
た
ん
は
寛
解
状
態
に
入
っ
て

い
た
が
、
こ
の
86
年
に
再
発
し
た
の
で
あ

る
。
骨
髄
移
植
と
い
う
治
療
法
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
家
族
全
員
が
Ｈ
Ｌ
Ａ
検
査
を

受
け
た
が
、
だ
れ
と
も
適
合
し
な
か
っ
た
。

「『
移
植
は
で
き
な
い
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
で
す
か
？
と
聞
き
に
行
っ
た
ん
で
す
。

ま
だ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
※
①

な
ん
て
言
葉
は
一
般
的
じ
ゃ
な
い
こ
ろ
で

す
か
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
聞
か
な
け
れ
ば
、

情
報
が
得
ら
れ
な
い
時
代
で
す
。
そ
こ
で
、

主
治
医
の
説
明
に
よ
っ
て
、
骨
髄
バ
ン
ク

が
あ
れ
ば
、
血
縁
者
間
で
ド
ナ
ー
が
得
ら

れ
な
く
て
も
移
植
が
受
け
ら
れ
る
と
初
め

て
知
っ
た
ん
で
す
」

院
内
バ
ン
ク
を
も
っ
て
い
た
東
海
大
学

病
院
を
訪
れ
た
と
き
、
骨
髄
バ
ン
ク
設
立

に
向
け
た
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
を
得
る
こ

と
に
な
る
。

「
加
藤
俊
一
先
生
が
『
お
父
さ
ん
は
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
、
お
母
さ
ん
は
マ
ス
コ

ミ
を
動
か
し
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
公
的

な
骨
髄
バ
ン
ク
が
つ
く
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
』
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
」

こ
れ
を
機
に
、
藤
岡
さ
ん
は
し
ゃ
に
む

に
動
く
。
ご
主
人
は
、
会
員
に
な
っ
て
い

た
京
都
府
福
知
山
市
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
で
骨
髄
バ
ン
ク
設
立
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
藤
岡
さ
ん
自
身
は
報
道
機
関
に
骨
髄

バ
ン
ク
の
必
要
性
を
訴
え
始
め
た
。

病
気
を
告
知
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

取
材
に
は
貴
子
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
応
じ
た
。

母
子
の
写
真
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
と
、

同
じ
病
院
に
入
院
し
て
い
る
子
ど
も
の
母

親
の
間
で
「
こ
れ
を
見
た
ら
子
ど
も
が
白

血
病
だ
と
知
っ
て
し
ま
う
」
と
パ
ニ
ッ
ク

が
起
き
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

「
漠
然
と
顔
を
隠
し
て
仮
名
で
訴
え
て
も
、

世
の
中
に
は
理
解
さ
れ
ま
せ
ん
。
実
名
で

応
じ
る
の
は
、
バ
ン
ク
の
設
立
に
欠
か
せ

な
い
患
者
と
家
族
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
」

活
動
は
や
が
て
、
一
般
向
け
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催
へ
と
動
き
、
さ
ら
に
貴
子
ち

ゃ
ん
の
闘
病
を
マ
ス
コ
ミ
に
公
開
し
て
い

く
よ
う
な
形
で
進
ん
だ
。
藤
岡
さ
ん
と
同

じ
立
場
に
あ
る
患
者
さ
ん
と
家
族
も
運
動

に
参
加
し
、
そ
れ
が
89
年
の
東
海
骨
髄
バ

ン
ク
の
設
立
※
②
に
結
び
つ
い
た
。

し
か
し
、
貴
子
ち
ゃ
ん
は
自
身
は
公
的

骨
髄
バ
ン
ク
の
設
立
を
見
な
い
ま
ま
、
90

年
２
月
に
亡
く
な
っ
た
。

現
在
、
藤
岡
さ
ん
は
財
団
の
企
画
管
理

委
員
で
あ
り
、
関
西
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
協

会
の
運
営
委
員
長
と
し
て
骨
髄
バ
ン
ク
の

活
動
に
関
わ
り
つ
づ
け
て
い
る
。

「
そ
れ
は
、
貴
子
の
た
め
な
ら
土
下
座
を

し
て
で
も
ド
ナ
ー
集
め
を
す
れ
ば
よ
か
っ

た
と
い
う
心
残
り
が
あ
る
か
ら
な
ん
で
す
。

今
ド
ナ
ー
が
見
つ
か
ら
な
い
患
者
さ
ん
は
、

同
じ
気
持
ち
で
い
る
と
思
う
。
だ
か
ら
バ

ン
ク
の
活
動
を
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
患
者

や
家
族
が
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
、
世
の

中
を
動
か
す
に
は
、
患
者
や
家
族
の
力
だ

け
で
は
無
理
で
す
。
多
く
の
人
た
ち
に
、

ド
ナ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
※
③
に
は
、

財
団
が
先
頭
に
立
ち
ま
し
ょ
う
」

藤岡八重子さん

クの誕生をめぐる話



の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理

学
賞
受
賞
）
が
確
立
し

ま
し
た
。
愛
弟
子
の

Ｊ
・
ハ
ン
セ
ン
博
士

（
元
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
理
事
長
）

と
と
も
に
、
シ
ア
ト
ル

の
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ッ
チ

ン
ソ
ン
が
ん
研
究
所
を

「
骨
髄
移
植
の
メ
ッ
カ
」

に
育
て
上
げ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
80
年

代
初
め
か
ら
各
地
に
小

さ
な
骨
髄
バ
ン
ク
が
出
来
上
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
統
合

さ
れ
て
全
米
骨
髄
バ
ン
ク
（
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
）
と
な
っ
た
の
は
、
藤
岡

さ
ん
と
橋
本
さ
ん
が
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
の
設
立
運
動
を
始
め
た
87

年
で
す
。
海
軍
省
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
、
短
期
間

の
う
ち
に
飛
躍
的
に
発
展
し
ま
し
た
。
橋
本
さ
ん
が
訪
米
し
た
90

年
に
は
、
約
５
万
人
の
ド
ナ
ー
登
録
者
と
２
０
０
例
の
移
植
数
数

え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
２
０
０
１
年
９
月
現
在
で
は
ド

ナ
ー
４
５
０
万
人
、
移
植
１
万
３
０
１
８
例
に
上
っ
て
い
ま
す
。

⑤『
骨
髄
バ
ン
ク
早
期

実
現
の
た
め
の

民
間
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』

そ
の
後
、
全
国
各
地
で
開
催

さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
地

元
の
医
療
従
事
者
を
招
く
と

い
う
形
の
、
地
域
密
着
型
で

進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

⑥
患
者
や
闘
病
を
支
え
る
家
族
へ
の
サ
ポ
ー
ト

橋
本
さ
ん
は
現
在
、
白
血
病
「
患
者
さ
ん
相
談
窓
口
」（
０
３
‐
３
５

９
３
‐
３
３
８
３
）
を
主
宰
し
て
い
ま
す
が
、
97
年
12
月
〜
２
０
０

１
年
３
月
に
は
、
厚
生
省
研
究
班
の
調
査
研
究
活
動
と
し
て
設
立

さ
れ
た
「
患
者
相
談
窓
口
」
の
相
談
員
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会
が
毎
週
土
曜
に
「
白

血
病
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」（
０
１
２
０
‐
８
１
‐
５
９
２
９
）
を
開

設
し
た
り
、
骨
髄
移
植
を
受
け
る
患
者
さ
ん
や
家
族
へ
の
給
付
制

度
「
佐
藤
き
ち
子
患
者
支
援
基
金
」
を
運
営
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
進
め
る
こ
う
し
た
電
話
相
談
や
患
者
家
族

支
援
の
た
め
の
施
設
が
全
国
に
数
多
く
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

財
団
の
患
者
問
い
合
わ
せ
窓
口（
電
話：

０
３
‐
３
３
５
５
‐
８
６
９

９
）
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.jm
d
p
.o
r.jp
/

）
ま
で
。

◇
参
考
文
献

●
十
字
猛
夫
『
骨
髄
バ
ン
ク
「
一
人
の
た
め
に
」
か
ら

「
み
ん
な
の
た
め
に
」
へ
』（
中
公
新
書
）

●
遠
藤
允
『
生
命
を
く
だ
さ
い
！
　
ル
ポ
骨
髄
移
植
』（
講
談
社
）

●
橋
本
明
子
『
翔
べ
！
　
白
血
病
の
息
子
よ
』（
海
鳴
社
）

5

J・ハンセン博士

1970年代～ 研究的に骨髄移植が開始される

1974年 イギリスで初の骨髄バンク「アンソ
ニー･ノーラン研究所」が設立される

1980年代～ 骨髄移植が治療法として確立する
（昭和60年から年100例以上，平成3
年で455例）

1987年 京都と東京の患者家族が骨髄バンク
設立運動を起こす

1988年 2月 「全国骨髄バンク早期実現を進める
会」（全国骨髄バンク推進連絡協議
会の前々身）が厚生大臣に陳情

4月 関係5学会（日本移植学会，日本血液
学会等）が厚生大臣に要望書を提出

1989年 10月 名古屋において「東海骨髄バンク
（民間の任意団体）」発足

1990年 1月 「骨髄移植の評価に関する研究班」
発足（厚生省）

4月 「骨髄移植の評価に関する研究班」
報告書～公的骨髄バンクの設立が必
要であると報告

6月 「骨髄バンクの在り方に関する研究
会」発足

11月 「骨髄バンク組織に関する研究班」
の報告書「公的骨髄バンクは公平性、
公共性、広域性を担保すること」

泣きながら
１
９
８
７
年
、
息
子
の
白
血
病
発
症
を
機
に

骨
髄
バ
ン
ク
設
立
運
動
開
始
。「
全
国
骨
髄

バ
ン
ク
の
早
期
実
現
を
進
め
る
会
」
代
表
を

経
て
現
在
「
日
本
つ
ば
さ
協
会
」
世
話
人
、

愛
児
喪
失
家
族
の
連
絡
会
「
め
ん
ど
り
の
集

い
」
主
宰
。
一
貫
し
て
患
者
サ
イ
ド
に
立
っ

た
バ
ン
ク
支
援
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

東
京
で
骨
髄
バ
ン
ク
実
現
に
向
け
て
活
動

を
始
め
た
の
が
橋
本
明
子
さ
ん
だ
。
き
っ
か

け
は
長
男
・
知
君
の
発
病
。
86
年
７
月
、
当

時
10
歳
の
知
君
が
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
と
診

断
さ
れ
た
こ
と
が
全
て
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

骨
髄
移
植
の
可
能
性
を
知
っ
た
の
は
、
翌

87
年
の
初
め
だ
っ
た
。
知
君
の
妹
が
Ｈ
Ｌ
Ａ

検
査
を
受
け
て
い
た
が
、適
合
し
な
か
っ
た
。

橋
本
さ
ん
は
、
海
外
で
稼
働
し
て
い
た
骨
髄

バ
ン
ク
や
骨
髄
移
植
専
門
病
院
※
④
に
手
紙

を
出
し
、
知
君
の
生
き
る
可
能
性
を
懸
命
に

探
し
た
。

そ
う
す
る
う
ち
、
日
本
で
も
骨
髄
バ
ン
ク

を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
考
え
が
固
ま
っ

て
い
っ
た
と
い
う
。
親
戚
や
友
人
、
知
人
に

協
力
を
求
め
た
。
そ
し
て
、
大
勢
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
後
押
し
を
受
け
、
87
年
秋
に
「
全

国
骨
髄
バ
ン
ク
の
早
期
実
現
を
進
め
る
会
」

を
立
ち
上
げ
る
。

「
最
初
は
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

の
が
目
的
で
し
た
。
87
年
10
月
に
発
売
さ
れ

た
『
女
性
セ
ブ
ン
』
が
初
め
て
に
な
り
ま
す
。

血
縁
者
間
に
ド
ナ
ー
が
い
な
い
患
者
に
は
、

骨
髄
バ
ン
ク
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
訴
え

る
わ
か
り
や
す
い
内
容
で
し
た
」

そ
れ
と
併
行
し
て
、
骨
髄
移
植
や
Ｈ
Ｌ
Ａ

に
関
す
る
民
間
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
。

「
何
人
も
の
方
が
提
供
を
申
し
出
て
く
れ

ま
し
た
。
で
も
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
が
適
合
し
な
け
れ

ば
ド
ナ
ー
に
な
れ
ま
せ
ん
。
し
か
も
適
合
す

る
確
率
は
数
万
分
の
一
で
し
ょ
う
？
骨
髄

バ
ン
ク
を
設
立
す
る
に
は
、
ま
ず
Ｈ
Ｌ
Ａ
が

適
合
す
る
難
し
さ
を
、
一
般
の
人
に
理
解
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
」

こ
う
し
て
、
民
間
で
初
め
て
の
『
骨
髄
バ

ン
ク
早
期
実
現
の
た
め
の
民
間
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
』
※
⑤
が
88
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
。
さ

ら
に
「
進
め
る
会
」
は
、
厚
生
省
に
陳
情
し

た
り
、
１
０
０
万
人
署
名
に
取
り
組
ん
だ
り

し
た
。

89
年
に
は
骨
髄
バ
ン
ク
設
立
へ
の
運
動
が

全
国
に
広
が
り
、
つ
い
に
11
月
の
参
議
院
予

算
委
員
会
で
と
き
の
総
理
大
臣
が
「
検
討
す

る
」
と
回
答
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、

厚
生
省
が
骨
髄
移
植
に
関
す
る
研
究
班
を
立

ち
上
げ
、
そ
の
報
告
に
基
づ
い
て
骨
髄
移
植

推
進
財
団
が
設
立
さ
れ
た
の
だ
。

「
で
も
、
知
の
寛
解
状
態
が
保
て
る
の
は

３
〜
５
年
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
か
ら
、
運
動

を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、『
こ
ん
な
悠
長
な
こ

と
は
や
っ
て
い
ら
れ
な
い
』
と
い
う
思
い
も

強
く
な
る
一
方
で
し
た
」

90
年
に
は
、
知
君
を
伴
っ
て
ア
メ
リ
カ
で

ド
ナ
ー
を
探
し
た
が
、
結
局
見
つ
か
る
こ
と

は
な
く
、
翌
年
自
家
移
植
を
受
け
た
。
だ
が
、

知
君
は
92
年
２
月
に
亡
く
な
っ
た
。

現
在
、
橋
本
さ
ん
は
、
患
者
や
そ
の
闘
病

を
支
え
る
家
族
へ
の
サ
ポ
ー
ト
※
⑥
と
い
う

形
で
、
医
療
に
結
び
つ
い
た
活
動
を
続
け
て

い
る
。

「
深
刻
な
病
気
を
宣
告
さ
れ
た
と
き
、
患

者
や
家
族
が
味
わ
う
の
は
、
世
間
か
ら
切
り

離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
孤
立
感
で
す
。

そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
治
療
の
情
報

提
供
や
心
の
ケ
ア
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
が
必
要
で
す
」

設
立
ま
で
関
わ
っ
た
骨
髄
バ
ン
ク
に
対
し

て
、
橋
本
さ
ん
は
今
こ
ん
な
思
い
を
抱
い
て

い
る
。

「
ド
ナ
ー
が
見
つ
か
っ
て
も
断
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
の
は
募
集
方
法
に
も
問
題
が
あ
る

の
で
は
？
登
録
時
か
ら
ず
っ
と
気
持
ち
が

変
わ
ら
な
い
登
録
の
方
法
を
考
え
て
ほ
し

い
。
そ
れ
に
、
骨
髄
移
植
の
成
功
率
が
も
っ

と
あ
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
よ

く
治
る
患
者
の
姿
が
見
え
る
こ
と
が
ド
ナ
ー

登
録
を
増
や
す
こ
と
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
」

橋本明子さん

患者家族と、骨髄バン
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開
講
式
と
全
国
研
修
の
あ
と
、
研
修

生
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
戻

り
、
現
在
進
行
中
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
見
学
し
た
り
、
業
務
に
関
す
る
講
義

を
受
け
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
調
整
医

師
と
ド
ナ
ー
と
の
日
程
を
調
整
し
、
先

輩
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
立
会
い
の
も

と
で
確
認
検
査
の
説
明
や
、
最
終
同
意

の
見
学
を
行
な
う
と
い
っ
た
実
務
研
修

も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
の
見
学
に
し
て
も
、
実
務
研
修
に
し

て
も
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
日
程
は
ド

ナ
ー
や
調
整
師
の
都
合
が
第
一
優
先
さ

れ
る
の
で
、
か
な
り
忙
し
い
様
子
。
関

東
地
区
で
行
な
わ
れ
た
そ
ん
な
研
修
の

一
場
面
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

前
述
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
に
、

研
修
生
と
し
て
参
加
し
て
い
た
の
が
、
堂

道
三
智
子
さ
ん
。
今
年
初
め
に
ド
ナ
ー
登

録
を
し
て
、
そ
の
後
最
初
に
届
い
た
バ
ン

ク
ニ
ュ
ー
ス
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

募
集
を
知
り
ま
し
た
。
専
業
主
婦
だ
そ
う

で
す
が
、
お
子
さ
ん
も
成
長
し
、
そ
ろ
そ

ろ
仕
事
を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
た
矢
先

の
こ
と
。
人
の
役
に
立
ち
、
社
会
的
に
も

意
義
深
い
仕
事
と
、
今
回
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
研
修
に
応
募
し
た
そ
う
で
す
。

実
際
に
受
け
て
み
て
、

感
想
は
い
か
が
で
す
か
？

大
変
で
す
よ
。
話
を
聞
い
て
い
る
だ
け

じ
ゃ
全
然
分
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
（
笑
）。

８
月
の
集
合
研
修
は
お
医
者
さ
ん
の
医
学

的
な
お
話
な
ど
、
普
段
は
な
か
な
か
聞
け

な
い
話
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
新
鮮
で
面

白
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
実
際
に
業
務
の

こ
と
に
な
る
と
、
す
ご
く
複
雑
で
難
し
い
。

講
義
を
聴
き
な
が
ら
ノ
ー
ト
を
取
っ
た
り

し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
実
際
に
や
っ
て

み
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
の

で
、
失
敗
し
な
が
ら
覚
え
て
い
く
と
い
う

感
じ
で
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
仕
事
に

対
す
る
印
象
は
変
わ
り
ま
し
た
か
？

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
な
れ
ば
、
病
院

に
行
っ
た
り
、
出
歩
く
こ
と
が
多
い
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
そ
れ
以
上

に
書
類
業
務
が
多
い
こ
と
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
ド
ナ
ー
に
連
絡
し
た
り
面
談
を

す
る
た
び
に
、
事
務
局
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
書
類
の
書
き
方
も
細

か
い
規
則
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
日
の
う

ち
に
報
告
す
る
こ
と
、
翌
日
に
な
っ
て
も

よ
い
こ
と
な
ど
、
や
り
と
り
も
単
純
で
は

な
い
の
で
、
そ
れ
を
覚
え
る
ま
で
が
ひ
と

仕
事
で
す
ね
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
見
学
や

実
務
研
修
な
ど
は
い
か
が
で
す
か
？

最
初
に
立
ち
会
っ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

で
は
、
ド
ナ
ー
の
方
が
寝
坊
し
て
、
こ
ち

ら
か
ら
の
電
話
で
目
が
覚
め
た
と
い
う
よ

う
な
状
況
で
し
た
。
あ
わ
て
て
調
整
医
師

に
連
絡
し
、
面
談
の
時
間
を
ず
ら
し
て
も

ら
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
ん
な
ア
ク
シ
デ
ン

ト
に
ど
う
対
応
す
る
か
、
つ
ぶ
さ
に
見
ら

れ
た
の
で
、
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

一
番
難
し
い
と

感
じ
る
こ
と
は
？

ド
ナ
ー
の
方
へ
の
説
明
に
は
「
感
情
を

入
れ
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と

都
内
某
病
院
の
玄
関
に
て
。
今
日
の

研
修
は
、
先
輩
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
ド
ナ
ー
の
採
取
入
院
の
手
続
き

を
見
学
す
る
と
い
う
も
の
。
ド
ナ
ー
の

方
と
約
束
し
た
時
間
の
30
分
前
に
は
待

ち
合
わ
せ
場
所
に
着
い
て
、
ド
ナ
ー
の

到
着
を
待
ち
ま
す
。
こ
の
病
院
は
ド
ナ

ー
の
職
場
と
近
い
場
所
に
あ
り
、
事
前

の
連
絡
で
は
、
ド
ナ
ー
は
午
前
中
に
仕

事
し
て
か
ら
病
院
に
向
か
う
と
の
こ
と
。

結
局
30
分
程
度
遅
れ
て
お
見
え
に
な
り

ま
し
た
。

「
先
日
お
話
し
ま
し
た
と
お
り
、
今
日

は
研
修
生
が
ご
一
緒
し
ま
す
の
で
」
と

先
輩
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
紹
介
さ

れ
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨

拶
。
ド
ナ
ー
と
入
院
手
続
き
に
向
か
い

ま
す
。

ただいま研修中！
コーディネーターの
お仕事

前号のバンクニュース18号では、バンク
設立以来6回目となるコーディネーターの
募集を行ないましたが、これに対する反響
は予想以上に大きく、全国から集まった応
募はなんと約2000人。このうち書類選考
を通過した116人の方が、8月31日に東京
で行なわれた開講式を皮切りに、来年の2
月まで続けられる実務研修に臨んでいます。

11月1日（木）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
研
修
生
に
聞
き
ま
し
た

（都内骨髄データセンター
の見学会 11.27）
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入
退
院
の
窓
口
で
は
、
先
輩
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
「
骨
髄
バ
ン
ク
で
す
。
こ
ち

ら
は
骨
髄
ド
ナ
ー
で
入
院
さ
れ
る
方
で

す
」
と
係
に
ひ
と
こ
と
。
入
院
の
手
続
き

は
10
分
く
ら
い
で
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
ド
ナ
ー
を
病
室
へ
案
内
し
ま

す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
入
院
す
る

病
棟
の
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
挨

拶
。
そ
の
後
、
看
護
婦
さ
ん
と
一
緒
に

病
室
へ
。
ベ
ッ
ド
に
荷
物
を
置
き
、
病

棟
内
の
説
明
を
受
け
、
ド
ナ
ー
が
一
息

つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
採
取
前
日
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
手
渡
し
「
明
日
、
麻
酔
が
覚

め
る
頃
に
ま
た
伺
い
ま
す
」
と
挨
拶
し

て
退
室
。
そ
の
後
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
立
ち
よ
り
、
採
取
を
担
当
す
る
医

師
に
挨
拶
し
て
こ
の
日
の
研
修
は
終
了

で
す
。
時
間
に
し
て
約
１
時
間
半
程
度

で
し
た
。

前
日
に
引
き
続
き
、都
内
某
病
院
に
て
。

前
日
の
先
輩
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
待
ち

合
わ
せ
、
採
取
が
終
わ
り
、
麻
酔
が
覚
め

る
時
間
に
ド
ナ
ー
を
訪
ね
ま
す
。「
い
か

が
で
し
た
か
？
　
ご
苦
労
様
で
し
た
」
と

先
輩
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
問
い
か
け

に
、
ド
ナ
ー
の
方
は
ま
だ
う
つ
ら
う
つ
ら

し
て
い
る
様
子
。
前
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

受
け
取
り
、
採
取
当
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

手
渡
し
、
そ
っ
と
退
室
し
ま
す
。
今
度
ド

ナ
ー
に
会
う
の
は
退
院
の
日
の
お
見
送
り

で
す
。
こ
う
し
た
入
退
院
時
の
フ
ォ
ロ
ー

や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
依
頼
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
仕
事
の
ひ
と
つ
な
の
で
す
。

ド
ナ
ー
と
の
面
談
や
確
認
検
査
の
日
程

調
整
や
最
終
同
意
の
見
学
な
ど
、
実
務
研

修
は
実
際
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
通
り
に
進
行
し
ま
す
。
実
際
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
複
数
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
掛
け
持
ち
す
る
こ
と
も
多
く
、

午
前
中
は
確
認
検
査
、
午
後
は
別
の
病
院

で
退
院
の
お
見
送
り
と
い
っ
た
忙
し
い
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
す
こ
と
に
な
り
ま
す

（
１
人
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
担
当
す

る
件
数
は
差
が
あ
り
ま
す
）。
そ
の
た
び

に
、
各
地
区
の
事
務
局
と
連
絡
を
と
り
、

文
書
を
や
り
と
り
し
た
り
と
、
煩
雑
な
事

務
手
続
き
も
片
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ

う
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
地
道

な
仕
事
に
支
え
ら
れ
、
年
間
７
０
０
件
以

上
の
骨
髄
移
植
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。
今
後
、
一
層
迅
速
な
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
の
大

き
な
支
え
手
と
し
て
、
１
人
で
も
多
く
の

研
修
生
た
ち
が
無
事
研
修
を
終
了
し
、
新

し
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
す

る
日
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

で
す
。
私
は
や
っ
ぱ
り
最
終
同
意
ま
で
し

て
い
た
だ
い
て
、
患
者
さ
ん
が
救
わ
れ
る

と
い
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
ド
ナ

ー
の
方
へ
の
説
明
に
、
そ
の
気
持
ち
が
出

す
ぎ
て
い
る
と
、
最
初
の
実
務
研
修
の
時

に
注
意
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

求
め
ら
れ
る
も
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
ド
ナ
ー

の
方
が
骨
髄
提
供
に
至
る
ま
で
、
そ

し
て
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

が
終
了
す
る
ま
で
、
そ
の
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
段
階
に
あ
っ
た
サ
ポ
ー
ト
役

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

こ
れ
は
提
供
に
至
ら
な
か
っ
た
場
合

も
同
じ
で
す
。
し
か
し
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
は
、
裏
方
に
徹
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
は
毎
回
そ
の
内

容
が
異
な
り
ま
す
。
ド
ナ
ー
の
方
の

健
康
状
態
や
心
理
状
態
、
生
活
環
境

や
社
会
的
背
景
な
ど
千
差
万
別
で
、

ひ
と
つ
と
し
て
同
じ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
ド
ナ

ー
の
方
に
必
要
な
情
報
を
正
し
く
伝

え
、
意
向
を
確
認
す
る
こ
と
、
ま
た
、

実
施
し
た
こ
と
や
そ
こ
か
ら
得
ら
れ

た
情
報
を
事
務
局
に
正
し
く
報
告
す

る
こ
と
な
ど
が
と
て
も
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
現
場
で
は
予

想
外
の
現
実
に
直
面
す
る
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
場

面
に
お
い
て
も
誠
実
で
落
ち
着
い
た

責
任
あ
る
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
い
っ
た
対
応
が
実
践
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
は
自
己
の
価
値
観
に
流

さ
れ
ず
に
客
観
的
に
自
分
を
見
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
常
に
自
分
を
知
り
、

自
己
分
析
を
す
る
こ
と
も
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と

の
ひ
と
つ
で
す
。

麻
酔
か
ら
覚
め
て
開
口
一
番
「
骨

髄
液
は
ち
ゃ
ん
と
届
き
ま
し
た
か
」

と
何
度
も
医
師
に
聞
か
れ
た
ド
ナ
ー

の
方
。
こ
の
よ
う
な
ド
ナ
ー
の
方
々

の
気
持
ち
こ
そ
が
、
地
道
な
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
を
支
え
る
大
き

な
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
と
も
い
え

る
で
し
ょ
う
。

コーディネーター養成研修会の全体スケジュール�

8月� 9月� 10月� 11月� 12月� 1月� 2月� 3月� 4月�
2001年� 2002年�

31
日
　
開
講
式�

2
日
　
集
合
研
修
�

17
日
　
中
間
試
験
�

17
日
　
修
了
試
験
・
閉
講
式
�

下
旬
 
委
嘱
状
発
行
�

　
　
　
　
　
　
　
活
動
開
始
�

1
日
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
�

�
実務研修�
（各種連絡・説明・見学は合計10回以上実施）�
�

●ドナー・調整医師への電話連絡業務�

●ドナーに対する手続きや提供についての説明�

●最終同意説明会の見学�

●ドナーフォローアップの見学�

●骨髄採取術の見学（ビデオ見学の場合もあり）�

●骨髄データセンター見学��

●その他、各地区での集合研修�

実務研修� 実務研修�

11月2日（金）

ー
の
説
明
は
、
ド
ナ
ー
に
な
る
こ
と
を
勧

め
て
は
い
け
な
い
し
、
懇
願
に
な
っ
て
も

い
け
な
い
。
そ
こ
が
難
し
い
で
す
ね
。
ど

ん
な
言
葉
づ
か
い
が
適
切
な
の
か
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
な
る
前
に
、
は
っ
き
り

掴
ん
で
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

事務局より
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定
期
航
空
便
が
運
航
禁
止

ま
さ
に
、
悪
夢
の
よ
う
な
現
実
だ
っ

た
。乗

っ
取
ら
れ
た
２
機
の
旅
客
機
が
乗

員
や
乗
客
を
乗
せ
た
ま
ま
、
２
棟
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

に
突
入
し
、
世
界
経
済
の
中
枢
を
自
任

し
て
い
た
ビ
ル
は
崩
落
し
た
。
軍
事
の

象
徴
で
あ
る
国
防
総
省
ビ
ル
も
同
様
の

被
害
を
受
け
、
米
連
邦
政
府
は
「
テ
ロ
」

と
断
定
し
、
直
ち
に
北
米
一
帯
の
飛
行

を
禁
止
し
た
。

定
期
航
空
便
が
飛
ば
な
い
―
―
。
仕

事
や
観
光
で
航
空
機
を
利
用
し
よ
う
と

し
た
人
々
は
、
各
地
で
足
止
め
を
く
ら

っ
た
。
迷
惑
こ
の
う
え
な
い
事
態
に
直

面
し
た
わ
け
だ
が
、
少
な
く
と
も
命
に

か
か
わ
る
心
配
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
全
米
骨
髄
バ
ン
ク
（
Ｎ

Ｍ
Ｄ
Ｐ
）
は
困
惑
の
極
み
に
達
し
た
。

事
件
発
生
の
日
か
ら
の
数
日
間
に
、
20

人
を
超
え
る
患
者
さ
ん
の
骨
髄
移
植
が

予
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
の
た
め

に
、
全
米
の
ド
ナ
ー
セ
ン
タ
ー
で
骨
髄

液
を
採
取
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
確
定

し
て
い
た
。
し
か
し
、
肝
心
の
骨
髄
液

が
運
べ
な
い
―
―
。

二
十
数
人
の
骨
髄
液
採
取

を
延
期

Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
が
頭
を
抱
え
た
の
は
、
日

本
の
３
人
の
患
者
さ
ん
に
送
る
骨
髄
液

の
輸
送
手
段
が
断
た
れ
た
か
ら
だ
っ
た
。

国
内
な
ら
、
陸
路
を
使
っ
て
輸
送
す
る

手
段
は
な
ん
と
か
な
っ
て
も
、
太
平
洋

テ
ロ
に
は
屈
し
な
い
！

緊
急
輸
送
さ
れ
た「
い
の
ち
」と
支
え
た
善
意

ドキュメント

　
骨
髄
移
植
で
、

　
骨
髄
移
植
で
、
ド
ナ
ー
が
見
つ
か
っ
た

ド
ナ
ー
が
見
つ
か
っ
た

患
者
さ
ん
は
、

患
者
さ
ん
は
、
移
植
日
が
確
定
す
る
と
前

移
植
日
が
確
定
す
る
と
前

処
置
が
始
ま
る
。

処
置
が
始
ま
る
。
健
康
な
ド
ナ
ー
の
骨
髄

健
康
な
ド
ナ
ー
の
骨
髄

液
を
移
植
す
る
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い

液
を
移
植
す
る
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い

る
た
め
、

る
た
め
、
患
者
さ
ん
自
身
の
造
血
細
胞
は

患
者
さ
ん
自
身
の
造
血
細
胞
は

放
射
線
や
抗
が
ん
剤
で
破
壊
さ
れ
る
の
だ

放
射
線
や
抗
が
ん
剤
で
破
壊
さ
れ
る
の
だ

か
ら
、

か
ら
、
も
う
後
戻
り
は
で
き
な
い

も
う
後
戻
り
は
で
き
な
い
。�

��������　
２
０
０
１
年
９
月

　
２
０
０
１
年
９
月
11
日
―
日
―
―
ア
メ
リ
カ

―
ア
メ
リ
カ

で
、
で
、
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
た
。

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
た
。

ア
メ
リ
カ
人
ド
ナ
ー
か
ら
の
骨
髄
液
を
日

ア
メ
リ
カ
人
ド
ナ
ー
か
ら
の
骨
髄
液
を
日

本
で
待
つ
３
人
の
患
者
さ
ん
が
、

本
で
待
つ
３
人
の
患
者
さ
ん
が
、
ま
さ
に

ま
さ
に

前
処
置
の
真
っ
最
中
だ
っ
た
。

前
処
置
の
真
っ
最
中
だ
っ
た
。
し
か
し
、

し
か
し
、

そ
れ
を
運
ぶ
は
ず
の
定
期
航
空
便
が
飛
べ

そ
れ
を
運
ぶ
は
ず
の
定
期
航
空
便
が
飛
べ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
の
五

そ
れ
か
ら
の
五

日
間
、

日
間
、
日
米
の
骨
髄
バ
ン
ク
で
は
不
眠
不

日
米
の
骨
髄
バ
ン
ク
で
は
不
眠
不

休
で
懸
命
の
対
応
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

休
で
懸
命
の
対
応
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

そ
し
て
、
大
輪
の

大
輪
の
「
善
意
の
花
」

「
善
意
の
花
」
が
咲
い
た

が
咲
い
た
。�

�

（
遠
藤
　
允
）�

　
骨
髄
移
植
で
、
ド
ナ
ー
が
見
つ
か
っ
た

患
者
さ
ん
は
、
移
植
日
が
確
定
す
る
と
前

処
置
が
始
ま
る
。
健
康
な
ド
ナ
ー
の
骨
髄

液
を
移
植
す
る
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
患
者
さ
ん
自
身
の
造
血
細
胞
は

放
射
線
や
抗
が
ん
剤
で
破
壊
さ
れ
る
の
だ

か
ら
、
も
う
後
戻
り
は
で
き
な
い
。�

��������　
２
０
０
１
年
９
月
11
日
―
―
ア
メ
リ
カ

で
、
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
た
。

ア
メ
リ
カ
人
ド
ナ
ー
か
ら
の
骨
髄
液
を
日

本
で
待
つ
３
人
の
患
者
さ
ん
が
、
ま
さ
に

前
処
置
の
真
っ
最
中
だ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
を
運
ぶ
は
ず
の
定
期
航
空
便
が
飛
べ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
の
五

日
間
、
日
米
の
骨
髄
バ
ン
ク
で
は
不
眠
不

休
で
懸
命
の
対
応
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
大
輪
の
「
善
意
の
花
」
が
咲
い
た
。�

�
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思
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

〈
ド
ナ
ー
自
身
の
都
合
で
採
取
に
不
都

合
が
起
き
た
の
な
ら
ま
だ
し
も
、
人
為

的
な
事
件
で
延
期
さ
れ
た
以
上
、
そ
れ

を
乗
り
越
え
て
、
患
者
さ
ん
の
も
と
へ

一
日
で
も
早
く
骨
髄
液
を
届
け
る
こ
と

こ
そ
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
使
命
で
あ
る
〉

３
人
の
患
者
さ
ん
へ
の
骨
髄
液
を
、

一
挙
に
チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
運
ぶ
こ
と
を

決
定
し
、
併
せ
て
そ
れ
に
必
要
な
費
用

を
患
者
さ
ん
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
な
く

募
金
で
賄
う
こ
と
に
し
た
。

時
間
が
進
む
に
つ
れ
、
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
と

の
連
携
も
緊
密
に
と
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。

「
万
が
一
」
に
備
え
て

さ
い
帯
血
を
確
保

骨
髄
移
植
を
間
近
に
控
え
て
い
た
患

者
さ
ん
の
入
院
先
は
、
関
東
の
２
病
院

と
関
西
の
１
病
院
で
あ
る
。
財
団
か
ら

の
一
報
を
受
け
た
病
院
関
係
者
は
緊
張

し
た
。
患
者
さ
ん
は
前
処
置
を
ほ
ぼ
終

え
て
い
た
か
ら
、
抵
抗
力
は
ゼ
ロ
に
近

い
。
定
期
便
の
運
航
再
開
に
期
待
を
か

け
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
の
無
菌
管
理
と

感
染
予
防
に
全
力
を
挙
げ
た
。

財
団
が
チ
ャ
ー
タ
ー
機
に
よ
る
輸
送

を
決
断
し
た
こ
ろ
に
は
、
医
療
従
事
者

も
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
き
た
。
い

ず
れ
の
病
院
も
骨
髄
移
植
の
経
験
が
豊

富
な
だ
け
に
、
緊
急
事
態
に
も
十
分
に

対
応
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

あ
る
患
者
さ
ん
の
場
合
、
主
治
医
が

日
本
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

子
さ
ん
の
移
植
に
際
し
て
、
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ

か
ら
初
め
て
提
供
さ
れ
た
骨
髄
液
が
成

田
空
港
に
到
着
し
、
す
ぐ
チ
ャ
ー
タ
ー

機
に
乗
り
換
え
て
名
古
屋
空
港
に
向
か

う
と
き
、
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
同
様
の
機
側
通
関
が
適
用
さ
れ

た
の
だ
っ
た
。

財
団
職
員
が
受
け
取
っ
た
骨
髄
液
は
、

国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
手
荷
物
検
査
所

で
待
ち
構
え
る
病
院
関
係
者
に
手
渡
さ

れ
た
。
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
の
運
搬
バ
ッ
グ
は
３

つ
だ
。
取
り
違
え
て
は
大
変
な
こ
と
に

な
る
。
患
者
さ
ん
と
ド
ナ
ー
の
Ｉ
Ｄ
が

記
さ
れ
た
書
類
に
何
度
も
目
を
通
し
て

確
認
し
て
か
ら
、
病
院
関
係
者
が
持
参

し
て
き
た
バ
ッ
グ
に
詰
め
替
え
ら
れ
た
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
出
口
で
待
ち
構
え
る

献
血
供
給
事
業
団
の
緊
急
搬
送
車
２
台

が
、
病
院
関
係
者
を
乗
せ
て
走
り
始
め

た
の
は
７
時
45
分
だ
っ
た
。
う
ち
１
台

は
、
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
立
ち
寄
っ

た
。
近
畿
の
病
院
へ
の
骨
髄
液
は
国
内

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
た
。

全
国
９
つ
の
地
域
バ
ン
ク
か
ら
登
録
さ

れ
た
６
０
０
０
ほ
ど
の
さ
い
帯
血
の
Ｈ

Ｌ
Ａ
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
幸
い
に
も

患
者
さ
ん
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
と
適
合
す
る
さ
い

帯
血
が
見
つ
か
り
、
現
物
を
確
保
し
て

「
万
が
一
」
に
備
え
た
。

移
植
完
了
―
―

募
金
が
目
標
額
を
突
破

３
人
へ
の
骨
髄
液
を
運
ん
で
き
た
小

型
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
、
羽
田
空

港
に
着
陸
し
た
の
は
15
日
午
後
７
時
24

分
だ
っ
た
。
厚
生
労
働
省
が
仲
立
ち
し

て
財
務
省
な
ど
の
協
力
が
得
ら
れ
て
い

た
た
め
、
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
近
い

駐
機
場
に
翼
を
休
め
た
チ
ャ
ー
タ
ー
機

ま
で
、
財
団
の
担
当
職
員
が
骨
髄
液
を

受
け
取
り
に
赴
い
た
。

こ
れ
を
機
側
通
関
と
い
う
。
前
例
が

あ
る
。
１
９
９
２
年
11
月
、
中
堀
由
希

便
に
乗
り
換
え
、
関
西
空
港
経
由
で
届

け
ら
れ
た
の
だ
。

こ
う
し
て
、
患
者
さ
ん
が
待
つ
病
院
で

は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
機
に
よ
っ
て
輸
送
さ
れ

た
骨
髄
液
に
よ
る
移
植
が
、
16
日
未
明
ま

で
に
す
べ
て
終
わ
っ
た
。
３
人
へ
の
提
供

で
、
財
団
が
海
外
か
ら
受
け
入
れ
た
骨
髄

液
は
ち
ょ
う
ど
１
０
０
例
目
に
な
っ
た
。

運
搬
経
費
は
約
１
６
０
０
万
円
で
あ
る

（
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
が
一
部
を
負
担
し
た
こ
と
か

ら
最
終
的
に
は
約
１
２
０
０
万
円
と
な
っ

た
）。
財
団
は
募
金
に
よ
っ
て
賄
う
方
針

を
決
め
て
す
ぐ
、
マ
ス
コ
ミ
に
協
力
を
求

め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
呼
び
か
け
た
。

果
た
し
て
、
ど
の
く
ら
い
集
ま
る
の
か
？

も
し
少
額
で
し
か
な
か
っ
た
ら
―
―
。
財

政
事
情
が
厳
し
い
財
団
だ
け
に
、
大
き
な

不
安
だ
っ
た
。

そ
れ
は
、
杞
憂
に
終
わ
っ
た
。
10
月
中

に
は
目
標
額
を
達
成
し
、
最
終
的
に
は
２

０
０
０
万
円
を
突
破
し
た
。
善
意
が
、
確

か
に
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。

を
隔
て
た
日
本
へ
は
と
う
て
い
無
理
な

相
談
で
あ
る
。

Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
は
ま
ず
、
予
定
さ
れ
て
い

た
ド
ナ
ー
か
ら
の
骨
髄
液
の
採
取
延
期

を
決
め
た
。
そ
の
決
定
が
、
骨
髄
移
植

推
進
財
団
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
日

本
時
間
で
12
日
未
明
だ
っ
た
。
こ
の
日

の
夜
、
移
植
を
受
け
る
予
定
の
患
者
さ

ん
も
い
た
の
だ
。

骨
髄
液
の
輸
送
が
で
き
な
い
―
―
。

前
代
未
聞
の
事
態
に
、
日
本
で
は
財

団
事
務
局
の
幹
部
職
員
が
12
日
早
朝
か

ら
対
応
を
協
議
し
は
じ
め
た
。
し
か
し
、

Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
か
ら
は
「
採
取
延
期
」
を
伝

え
て
き
た
あ
と
の
情
報
が
な
か
な
か
入

っ
て
こ
な
い
。
運
航
再
開
が
可
能
な
の

か
、
そ
れ
は
い
つ
な
の
か
―
―
そ
う
し

た
情
報
も
断
片
的
に
入
っ
て
は
く
る
も

の
の
不
確
実
で
、
方
針
決
定
に
結
び
つ

く
確
報
は
乏
し
か
っ
た
。

チ
ャ
ー
タ
ー
便
で
の
輸
送

を
決
定

卑
劣
な
テ
ロ
に
対
抗
す
る
に
は
、
日

常
の
生
活
や
業
務
を
、
そ
れ
ま
で
ど
お

り
進
め
る
こ
と
だ
―
―
世
論
が
そ
う
一

致
し
は
じ
め
た
13
日
に
、
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
が

具
体
的
な
提
案
を
し
て
き
た
。

「
チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
運
搬
し
て
は
ど
う

か
」定

期
便
が
飛
べ
な
い
以
上
、
骨
髄
液

を
運
ぶ
手
段
は
ほ
か
に
な
い
。
Ｎ
Ｍ
Ｄ

Ｐ
の
提
案
に
対
す
る
財
団
幹
部
職
員
の

協
議
は
、
あ
っ
け
な
い
ほ
ど
早
く
結
論

に
達
し
た
。
だ
れ
の
胸
に
も
、
共
通
の
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日本骨髄バンクは、1992年1月の事業開始以来、多くの皆さま方のご協力により、本年9月末現在、ドナー登録者は14万2567人

に達し、移植例数は3621例になりました。ご提供いただいた皆さまには、患者さんに生きる希望と生命の贈り物をいただき、心か

ら感謝申し上げます。現在までの骨髄移植・採取状況のご報告です。
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非血縁者間骨髄移植・採取件数の病院別一覧表

*印のついた病院は、現在、採取のみ認定病院となっています。基準を満たした時点で移植病院として再認定されます。
**印のついた病院は、現在、移植・採取病院ではありません。
移植件数には、採取されたものの移植に至らなかったものが2例含まれています。

認定施設名 移植件数採取件数 認定施設名 移植件数採取件数

北海道大学医学部附属病院 65 64 浜松医科大学附属病院 21 27
札幌北楡病院 83 92 県西部浜松医療センター 11 17
札幌医科大学医学部附属病院 27 40 静岡県立総合病院 13 32
総合病院旭川赤十字病院 14 33 静岡県立こども病院 11 12
旭川医科大学附属病院 3 2 名古屋第一赤十字病院 180 82
弘前大学医学部附属病院 12 17 名古屋第二赤十字病院 64 25
秋田大学医学部附属病院 23 39 名鉄病院 128 79
岩手医科大学附属病院 14 25 名古屋大学医学部附属病院 32 27
東北大学医学部附属病院 25 57 名古屋掖済会病院 9 27
東北大学加齢医学研究所 15 2 国立名古屋病院 13 23
山形大学医学部附属病院 19 14 愛知医科大学附属病院 2 26
福島県立医科大学附属病院 13 40 名古屋市立大学医学部附属病院 13 13
茨城県立こども病院 48 36 愛知県がんセンター病院 7 5
筑波大学附属病院 8 16 愛知県厚生農業協同組合連合会更生病院 6 8
自治医科大学附属病院 22 33 愛知県厚生連昭和病院 23 19
獨協医科大学病院 24 14 藤田保健衛生大学病院 17 16
土浦協同病院 1 0 三重大学医学部附属病院 37 49
群馬県済生会前橋病院 56 20 山田赤十字病院 4 4
群馬大学医学部附属病院 14 6 滋賀医科大学附属病院 21 38
埼玉県立がんセンター 37 48 京都大学医学部附属病院 59 36
埼玉県立小児医療センター 33 0 京都府立医科大学附属病院 15 16
埼玉医科大学附属病院 20 19 社会保険京都病院* 0 24
深谷赤十字病院 10 5 京都市立病院 6 29
防衛医科大学校病院 1 4 京都第一赤十字病院 2 0
千葉大学医学部附属病院 77 42 大阪府立成人病センター 66 96
千葉県こども病院 19 0 近畿大学医学部附属病院 56 42
千葉市立病院 12 10 大阪大学医学部附属病院 86 31
東京慈恵会医科大学附属柏病院 17 30 大阪府立母子保健総合医療センター 86 24
亀田総合病院 13 4 松下記念病院 20 38
国保松戸市立病院* 4 24 関西医科大学附属病院 20 24
千葉県がんセンター** 4 9 大阪市立大学医学部付属病院 12 13
国立がんセンター中央病院 88 45 兵庫医科大学病院 89 29
東京大学医科学研究所附属病院 68 114 兵庫県立成人病センター 42 31
東邦大学医学部附属大森病院 5 39 神戸市立中央市民病院 36 32
東京都立駒込病院 129 51 神戸大学医学部附属病院 12 21
日本大学医学部附属板橋病院 30 35 天理よろづ相談所病院 17 5
東京慈恵会医科大学附属病院 49 73 奈良県立医科大学附属病院 4 6
慶應義塾大学病院 97 84 鳥取県立中央病院* 1 12
東京医科大学病院 10 32 鳥取大学医学部附属病院 19 22
東京医科歯科大学医学部附属病院 13 45 島根県立中央病院 2 2
東京大学医学部附属病院 64 22 岡山大学医学部附属病院 13 35
虎の門病院 26 25 国立病院岡山医療センター 19 30
東京女子医科大学病院 5 5 財団法人倉敷中央病院 28 63
国立病院東京医療センター 5 12 広島赤十字・原爆病院 81 119
東京都立府中病院 11 6 山口大学医学部附属病院 19 46
国立小児病院 8 2 徳島大学医学部附属病院 2 1
日本医科大学附属病院 1 0 愛媛県立中央病院 55 52
横浜市立大学医学部附属病院 64 89 九州大学医学部附属病院 32 32
神奈川県立がんセンター 50 39 原三信病院 32 25
神奈川県立こども医療センター 33 0 国家公務員共済組合連合会浜の町病院 43 32
東海大学医学部附属病院 98 57 国立病院九州がんセンター 42 22
聖マリアンナ医科大学病院* 6 27 社会保険小倉記念病院 19 36
新潟大学医学部附属病院 37 46 聖マリア病院 21 23
新潟県立がんセンター新潟病院 19 22 佐賀県立病院好生館 3 11
山梨医科大学医学部附属病院 0 5 長崎大学医学部附属病院 31 23
信州大学医学部附属病院 7 26 国立熊本病院 23 21
佐久総合病院 27 11 熊本大学医学部附属病院** 2 6
長野県立こども病院 1 14 大分医科大学附属病院 19 32
長野赤十字病院 4 0 宮崎県立宮崎病院 13 23
富山県立中央病院 49 42 財団法人今村病院分院 3 2
金沢大学医学部附属病院 50 43 鹿児島大学医学部附属病院 7 29
金沢医科大学病院 1 9 琉球大学医学部附属病院 3 7
石川県立中央病院 1 0 海外 52 102
福井医科大学医学部附属病院 8 22 合　計 3621 3621

ドナー登録者数�

14万2567人�
患者登録者数�

1万1469人�

2次（DR座）検査済み�

14万948人�
患者登録現在数�

1616人�

HLA適合検索�

HLA適合ドナー数�

5万3895人�

HLA適合患者数�

9461人�

確認（3次）検査�
ドナー数�

1万9066人�

確認（3次）検査�
患者数�

6471人�

最終同意・移植日程調整�

4295組�

骨髄提供・移植実施数�

3621例�

〈フォローアップ〉�

注1. ドナー登録数は、年齢超過や登録辞退者等を除いた登録

者数

注2. 患者登録数は、登録開始からの累計数。患者登録現在数

は、移植完了者、登録取消者を除いた登録者現在数

注3. HLA適合者数は、HLA-A、B、DR座が一致した累計数

注4. 最終同意数は、ドナーとその家族からの提供同意書が確

認され、採取・移植日程の調整に入ったドナー・患者の

組合わせ累計数

注5. 移植提供・移植実施数以外の各段階の数字は、コーデ

ィネートが中止になった例数を含みます

患者・ドナーのコーディネート状況

2001年9月末現在2001年9月末現在

骨髄バンクの現況
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グラフⅠ-1　移植仲介件数�
（件数）�

グラフⅠ-2　確認検査（3次検査）実施件数（全国）�

グラフⅡ　平成13年度当初予算�〈収入12億6760万円〉�
基本財産利息他　257万円�

国庫補助金等�
2億7263万円�

寄付金�
2億3854万円�

患者負担金�
7億5386万円�

〈検査料・保険料�
　4億4790万円〉�

〈登録料・調整料�
　3億596万円〉�

18%59%

22%（35%）�

（24%）�
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グラフⅢ　日米バンク比較（概数）�

移植数� 予算と人員�

日本� 米国� 日本� 米国�

運営費1億円�
あたりの移植数�

人口1000万人�
あたりの移植数�

予算（億円）�

本部人員（人）�

60 60

15

60

120億�

200人�

35人�

12億�

（財）骨髄移植推進財団　事務局長 埴岡 健一

骨髄バンクの財政危機
望まれる骨髄液への保険適用

骨
髄
バ
ン
ク
が
財
政
破
綻
？

２
０
０
１
年
10
月
７
日
付
け
の
朝
日
新

聞
朝
刊
は
、「
骨
髄
バ
ン
ク
財
政
危
機--

利

用
者
増
え
累
積
赤
字
が
２
億
円
」
と
い
う

記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。「
骨
髄
バ
ン
ク
が

財
政
危
機
に
陥
っ
て
い
る
。
移
植
希
望
者

が
増
え
る
の
に
あ
わ
せ
て
赤
字
が
増
え
、

今
年
度
末
に
は
累
積
赤
字
は
計
２
億
円
に

達
す
る
見
込
み
」
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
同
月
10
日
付
け
の
読
売
新
聞
朝

刊
も
「
骨
髄
移
植
に
保
険
適
用
拡
大
求
め

る
動
き
―
―
補
助
金
頼
み
限
界
―
―
ル
ー

ル
作
り
必
要
」
と
の
記
事
で
、「
数
年
前
か

ら
年
間
２
、
３
０
０
０
万
円
の
赤
字
を
積

み
重
ね
、
繰
越
金
を
食
い
つ
ぶ
し
て
、
や

り
く
り
し
て
き
た
。
５
年
前
に
は
１
億
６

０
０
０
万
円
あ
っ
た
繰
越
金
が
、
昨
年
度

末
に
６
０
０
０
万
円
に
目
減
り
。
補
助
金

と
寄
付
金
頼
み
の
運
営
は
限
界
に
来
て
い

た
。
さ
ら
に
今
年
度
は
１
億
数
千
万
円
の

赤
字
が
確
実
で
、
来
月
に
も
繰
越
金
が
底

を
つ
く
。
当
面
、
企
業
に
と
っ
て
の
資
本

金
に
当
た
る
財
団
の
基
本
財
産
を
取
り
崩

す
こ
と
に
な
る
が
、
抜
本
的
な
改
革
を
し

な
け
れ
ば
、
破
た
ん
は
確
実
な
情
勢
だ
」

と
し
ま
し
た
。

が
ん
ば
る
ほ
ど
苦
し
く
な
る
構
造
―
―
。

そ
の
業
務
を
順
調
に
伸
ば
し
て
い
る
の
に

も
関
わ
ら
ず
、
い
え
、
業
務
を
拡
大
し
て

い
る
が
ゆ
え
に
、
財
団
は
財
政
危
機
に
あ

る
の
で
す
。
こ
の
原
因
は
財
団
の
業
務
の

量
と
質
に
、
収
入
が
正
比
例
し
な
い
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

グ
ラ
フ
Ⅰ
は
移
植
仲
介
件
数
の
推
移
で

す
。
順
調
に
伸
び
て
い
る
こ
と
が
お
わ
か

り
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
１
９

９
６
年
度
の
３
６
３
例
か
ら
２
０
０
０
年

度
の
７
１
５
例
と
、
４
年
間
で
ほ
ぼ
倍
増

し
て
い
ま
す
。
ま
た
グ
ラ
フ
Ⅰ
―
２
は
、

ド
ナ
ー
確
認
検
査
実
施
数
の
推
移
を
示
し

て
お
り
、
こ
れ
も
大
幅
に
増
加
し
て
き
て

い
ま
す
。
特
に
今
年
は
、
同
時
に
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
可
能
な
ド
ナ
ー
数
を
３
人
か
ら

５
人
に
し
た
た
め
、
４
割
程
度
件
数
が
増

え
る
見
込
み
で
す
。

次
に
グ
ラ
フ
Ⅱ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
財

団
の
平
成
13
年
度
（
２
０
０
１
年
４
月
〜

２
０
０
２
年
３
月
）
の
当
初
予
算
の
構
成

で
す
。
収
入
源
は
①
補
助
金
②
寄
付
金
③

患
者
負
担
金
―
―
の
３
つ
に
大
別
さ
れ
、

移
植
件
数
を
２
割
伸
ば
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
こ
う
し
た
項
目
が
自
動
的
に
２
割
ず

つ
増
え
る
わ
け
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
問
題

が
あ
り
ま
す
。

①
の
補
助
金
は
、
業
務
に
比
例
し
て
伸

び
な
い
ど
こ
ろ
か
、
政
府
の
財
政
危
機
か

ら
補
助
金
全
体
が
削
減
さ
れ
る
方
向
に
あ

る
た
め
、
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
交
付
額
ま
で

減
少
し
て
い
る
状
況
で
す
。
②
の
寄
付
金

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
４
〜
８
月
は
昨

年
同
期
の
半
分
の
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

③
の
患
者
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
だ

け
で
バ
ン
ク
の
運
営
費
が
賄
え
る
よ
う
に

な
っ
て
お
ら
ず
、
①
②
が
増
え
な
い
と
赤

字
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

一
方
の
支
出
項
目
は
、
①
普
及
広
報
費

②
調
整
活
動
費
③
検
査
・
保
険
料
④
管
理

費
・
予
備
費
―
―
の
４
つ
に
大
別
さ
れ
ま

す
が
、
①
の
普
及
広
報
費
は
登
録
会
（
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
登
録
会
、
献
血
併
行
ド
ナ
ー

骨髄バンク財政危機の報道が相次ぎました。今年度の移植例数は750例を超

える見込みで、コーディネート期間の短縮化も進み、ドナー登録者30万人

早期達成にも努力しています。しかし、こうした実績の向上に収入が比例

する仕組みになっておらず、「がんばるほど赤字になる」財政構造にあるた

め、大幅な赤字になっています。このままでは、できるだけ多くの患者を

救命するという使命を維持するのが困難になりかねません。それを避ける

には、骨髄バンクの運営費が医療保険でカバーされることが重要です。そ

うでなければ、患者負担金の大幅値上げが避けられなくなってしまいます。
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登
録
会
）
の
開
催
増
加
に
応
じ
て
、
必
要

な
費
用
が
急
増
し
ま
す
。
②
の
調
整
活
動

費
と
③
の
検
査
・
保
険
料
は
、
基
本
的
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
件
数
に
比
例
し
て
増

加
し
ま
す
。
②
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
質

の
向
上
（
同
時
並
行
ド
ナ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
が
３
人
か
ら
５
人
、
な
ど
）
に
よ
っ

て
、
そ
の
分
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
財
団
で
は
、
大
口
支
出
項
目

の
洗
い
出
し
と
値
下
げ
交
渉
、
物
品
購
入

時
の
価
格
比
較
の
強
化
な
ど
に
よ
っ
て
費

用
削
減
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
さ
ら
に
今
年
10
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で

に
２
０
０
０
万
円
の
費
用
を
追
加
削
減
す

る
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
赤
字

を
回
避
で
き
る
ま
で
に
至
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
ま
ま
で
は
財
団

の
収
支
は
、
恒
常
的
に
赤
字
に
な
る
体
質

に
あ
り
ま
す
。
平
成
９
年
度
〜
平
成
12
年

度
に
か
け
４
年
連
続
の
赤
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
。
平
成
13
年
度
に
も
大
幅
赤
字
が

予
想
さ
れ
、
基
本
基
金
（
約
８
億
円
）
の

一
部
を
取
り
崩
し
て
、
赤
字
補
填
に
充
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
新
聞
は
財
政
危
機
と
書
い
た
の
で
す
。

積
極
救
命
路
線
か
縮
小
路
線
か

当
財
団
は
、
財
政
難
で
は
あ
る
も
の
の
、

業
務
が
停
滞
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
、
成
果
を
伸
ば
し
て
い
ま

す
。
国
際
的
な
骨
髄
バ
ン
ク
の
比
較
に
お

い
て
も
、
他
の
移
植
分
野
と
比
較
し
て
も
、

優
秀
な
業
績
を
収
め
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ

Ⅲ
参
照
）。

現
在
、
財
団
が
目
指
し
て
い
る
重
要
項

目
は
、
①
移
植
ま
で
の
期
間
の
短
縮
に
よ

り
ド
ナ
ー
候
補
が
い
る
の
に
移
植
が
受
け

ら
れ
な
い
患
者
を
減
ら
す
（
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
期
間
の
短
縮
）
②
ド
ナ
ー
登
録
者
数

を
倍
増
し
、
ド
ナ
ー
が
見
つ
か
ら
な
い
患

者
を
減
ら
す
（
ド
ナ
ー
登
録
30
万
人
の
早

期
達
成
）
③
ド
ナ
ー
の
安
全
性
を
強
化
す

る
――
の
３
点
で
す
。

①
の
期
間
短
縮
に
お
い
て
は
、
移
植
ま

で
の
平
均
所
用
日
数
を
１
５
０
日
短
縮
す

れ
ば
、
年
間
１
５
０
人
が
さ
ら
に
移
植
を

受
け
る
機
会
に
恵
ま
れ
る
と
い
う
試
算
が

成
り
立
ち
ま
す
。
②
の
ド
ナ
ー
登
録
30
万

人
達
成
に
つ
い
て
は
、
目
標
数
に
な
れ
ば
、

年
間
１
５
０
例
以
上
の
移
植
件
数
を
増
や

す
効
果
が
出
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
合
わ
せ

て
年
間
３
０
０
人
に
移
植
の
チ
ャ
ン
ス
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
れ
に

骨
髄
液
に
保
険
を
！

当
財
団
で
は
、
骨
髄
液
に
医
療
保
険
が

付
く
こ
と
で
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
運
営
費
が

す
べ
て
賄
わ
れ
、
患
者
負
担
金
も
無
く
な

る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

財
団
は
８
月
15
日
、
坂
口
力
厚
生
労
働

大
臣
宛
て
に
、
医
療
保
険
の
適
用
に
つ
い

て
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。「
骨
髄
移

植
推
進
財
団
が
仲
介
す
る
骨
髄
液
に
、
骨

髄
バ
ン
ク
事
業
の
運
営
費
用
を
含
む
医
療

保
険
点
数
（
35
万
点
＝
３
５
０
万
円
）
を

設
定
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
内
容
で
す
。

採
取
・
移
植
が
１
件
成
立
す
る
ご
と
に
財

団
は
３
５
０
万
円
の
収
入
を
受
け
取
り
ま

す
。
こ
う
な
れ
ば
、
業
績
を
伸
ば
し
て
い

る
限
り
、
継
続
的
に
発
展
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

骨
髄
液
（
造
血
細
胞
）
へ
の
医
療
保
険

適
用
は
、
多
く
の
骨
髄
バ
ン
ク
関
係
者
の

悲
願
で
す
。
財
団
は
２
年
前
に
引
き
続
き

要
望
書
を
提
出
。
日
本
さ
い
帯
血
バ
ン
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
、
さ
い
帯
血
に
３
５
０

万
円
の
付
保
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
８
月
末
、
政
府
来
年
度
予
算
の

概
算
要
求
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
骨
髄
移
植
推
進
財
団
へ
の
来

年
度
の
補
助
金
額
は
２
億
５
６
９
６
万
円

と
、
本
年
度
当
初
交
付
予
定
額
２
億
６
４

６
３
万
円
の
2.9
％
（
７
６
７
万
円
）
減
。

な
か
で
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
関
す
る
連

絡
調
整
者
関
係
経
費
が
２
億
３
５
９
６
万

円
か
ら
２
億
１
７
１
７
万
円
に
、
１
８
７

９
万
円
（
8.0
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

日
本
の
財
政
再
建
の
た
め
、
政
府
補
助

金
額
が
総
枠
で
減
少
す
る
の
は
や
む
を
得

ま
せ
ん
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
実
務
を

日
々
大
量
に
こ
な
し
、
ド
ナ
ー
登
録
者
増

加
の
た
め
の
実
際
の
活
動
を
行
っ
て
、
そ

よ
っ
て
移
植
を
希
望
し
て
い
な
が
ら
移
植

を
受
け
る
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
患
者
を
極
力

減
ら
し
、
年
間
移
植
仲
介
件
数
１
０
０
０

例
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。こ

の
他
に
も
、
表
Ⅰ
の
よ
う
に
、
当
財

団
に
求
め
ら
れ
て
い
る
施
策
は
数
多
く
あ

り
、
い
ず
れ
も
必
要
と
な
る
施
策
で
す
が
、

費
用
も
か
か
り
ま
す
。
こ
う
し
た
施
策
の

実
行
を
中
止
、
延
期
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

救
う
こ
と
が
で
き
る
は
ず
の
人
の
命
を
断

念
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か

ら
、
さ
ら
な
る
向
上
の
た
め
の
業
務
改
革

と
、
組
織
強
化
が
大
切
で
す
。
問
題
は
、

そ
れ
を
可
能
と
す
る
財
源
の
確
保
で
す
。

の
上
で
成
果
を
あ
げ
て
い
る
当
財
団
に
ま

で
一
律
カ
ッ
ト
の
波
が
及
ぶ
よ
う
で
は
、

骨
髄
バ
ン
ク
事
業
を
今
後
、
発
展
・
成
長

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

国
民
が
生
ん
だ
バ
ン
ク
の
将
来

に
、
国
民
か
ら
の
支
持
を

当
財
団
は
医
療
保
険
適
用
に
よ
る
患
者

負
担
金
廃
止
を
要
望
し
つ
つ
、
患
者
負
担

金
の
改
定
（
値
上
げ
）
を
準
備
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
も
か
な
り
大
幅
の
値
上
げ
に
な

り
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
矛
盾
し
た
行
動

を
取
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
は
、
医
療
保
険

が
適
用
に
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
か
ら

で
す
。

財
団
も
患
者
負
担
金
値
上
げ
は
好
ま
し

く
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
最
後

の
手
段
で
す
。
し
か
し
、
医
療
保
険
適
用

が
見
送
ら
れ
、
か
つ
補
助
金
の
大
幅
増
額

が
な
い
と
な
れ
ば
、
患
者
負
担
金
増
額
以

外
、
他
に
打
て
る
策
が
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
財
団
は
財

政
的
に
破
綻
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
患
者

の
た
め
に
も
、
財
団
と
い
う
組
織
を
維
持

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

財
団
は
、
経
費
節
減
計
画
の
策
定
と
実

施
、
未
収
金
回
収
の
強
化
、
寄
付
金
拡
大

に
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
財
源
が
不
足
す
る
公

算
が
強
く
、
患
者
負
担
金
の
値
上
げ
を
回

避
で
き
る
よ
う
、
医
療
保
険
適
用
の
実
現

に
全
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
患
者
関
係
者
、
骨
髄
バ
ン
ク
支
援

者
は
も
ち
ろ
ん
、
今
こ
れ
を
お
読
み
い
た

だ
い
て
い
る
ド
ナ
ー
登
録
者
の
方
の
社
会

的
応
援
が
な
け
れ
ば
到
底
実
現
し
な
い
こ

と
な
の
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

項目 項目 内容 想定費用 備考

連絡調整

分野

コンピューターシステム
分野

システム運転管理者2人体
制、継続的なソフト改修

開発費用の15％～
20％。約6000万円

平成14年度6000万円
程度の予算化必要

業務改革
期間短縮、信頼性向上のた
め改革担当者を設置

職員の増員必要

コーディネーターの増員
増員中。教育、育成に時間
と費用がかかる

中核的コーディネ－ターの
養成

常勤的コーディネーターの
設置

3629万円
平成14年度予算要望項目。
予算付かず

ドナー安全監視体制の強化
専任リスクマネージャーの
配置など

8100万円
平成14年度予算要望項目。
予算付かず

広報・

ドナー

登録推進

分野

ドナー登録推進体制の構築

ドナー登録推進のための人
員配置（中央事務局、地区
事務局）、ドナー登録会開
催事業費

1億8780万円

平成14年度予算要望項目。
骨髄提供登録者確保推進
事業費1112万円のみ、連
絡調整経費から振り替え

ポスターなどの作成

患者擁護
分野

患者窓口分野
患者への情報提供、コーディネ
ート進行状況の患者への通知

6400万円
平成14年度予算要望項
目。予算付かず

総務分野 未収金督促・処理 専任担当者設置

その他 末梢血幹細胞移植への対応

末梢血幹細胞移植を仲介する
ことになったときの費用。シ
ステムの改変、印刷物の改訂、
研修教育の実施

1億円
平成14年度予算要望項目。
予算付かず

地区事務局 体制強化

合計 約5億3000万円以上

表Ⅰ　必要な施策リスト
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さ
る
11
月
25
日
、
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
全
国
大

会
２
０
０
１
「
10
周
年
記
念
の
つ
ど
い
」
が
、

全
国
か
ら
お
よ
そ
４
０
０
人
、（
う
ち
ド
ナ
ー

１
５
０
人
、
移
植
経
験
者
７
０
人
）
の
方
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
、
東
京
大
学
安
田
講
堂
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
、
全
国
大
会
は
日
本
造
血
細
胞
移
植
学

会
に
あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年

は
10
周
年
記
念
大
会
と
し
て
学
会
と
は
別
に
東

京
に
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

大
会
は
２
部
構
成
で
、
ま
ず
第
１
部
は
全
国

大
会
式
典
と
し
て
骨
髄
移
植
推
進
財
団
の
高
久

史
麿
の
挨
拶
で
開
会
。
冒
頭
で
ド
ナ
ー
適
合
者

を
待
ち
な
が
ら
亡
く
な
ら
れ
た
患
者
さ
ん
、
さ

ら
に
は
移
植
を
受
け
た
も
の
の
亡
く
な
ら
れ
た

患
者
さ
ん
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
参
加
者
全
員
で

一
分
間
の
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
挨
拶
に
つ
づ
き
、

日
本
骨
髄
バ
ン
ク
「
10
周
年
の
あ
ゆ
み
」
を
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
解
説
。
特
に
移
植
件
数
が
伸

び
れ
ば
伸
び
る
ほ
ど
財
政
状
況
が
ひ
っ
迫
す
る

財
団
の
財
政
構
造
に
つ
い
て
は
、
骨
髄
液
へ
の

医
療
保
険
の
適
用
な
ど
が
急
務
の
課
題
で
あ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
部
は
「
10
周
年
記
念
の
つ
ど
い
」
と
し

て
、
移
植
を
し
て
元
気
に
な
ら
れ
た
患
者
さ
ん
、

ド
ナ
ー
経
験
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
の
紹
介
が
あ
り
、
ま
さ
に
骨
髄
バ
ン
ク
に
関

わ
る
皆
さ
ん
の
「
つ
ど
い
」
の
場
と
な
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
の
最
後
に
は
「
事
業
開
始
の
原
点
に
立

ち
戻
り
、『
１
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
に
生

き
る
希
望
を
贈
る
』
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
全

力
で
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
『
10
年
目
の
約
束
』

と
し
て
、
こ
こ
に
誓
い
ま
す
」
と
い
う
骨
髄
バ

ン
ク
10
周
年
を
記
念
し
た
ア
ピ
ー
ル
が
読
み
あ

げ
ら
れ
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

骨髄バンク推進全国大会2001
「10周年記念のつどい」
ドナー150人、移植経験者70人が参加

①会場の150人のドナーと70人の移植経験者も加わって、壇上
に20人の移植経験者と20人のドナーに○×アンケート
②アンケートコーナーはインタビューを交えて進行。体験者な
らではの話がうかがえました
③刀根万里子さんの司会によるドナーと患者さんのエピソード
を紹介するコーナーは中溝裕子さん（プロゴルファー・移植
経験者）と深尾真美さん（マラソンランナー・ドナー）も参加
④ドナーを待っている富栄拓也さん（右）は、「他の患者さんの
ためにも、ドナー登録者が増えて欲しい」と訴えました
⑤ドナー登録会用ポスターに登場している加藤さん一家。お父
さんにまだドナーが見つかっていません

①

②③

④ ⑤
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ホ
セ
・
カ
レ
ー
ラ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
い
の
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
開
催

テ
ノ
ー
ル
の
第
一
人
者
、
ホ
セ
・
カ
レ
ー
ラ
ス
さ
ん
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

骨
髄
バ
ン
ク
10
周
年
記
念
「
い
の
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
題
し
た
今

回
の
公
演
は
、
中
外
製
薬
の
特
別
協
賛
に
よ
り
、
10
月
24
日
（
水
）
大

阪
・
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
、
10
月
30
日
（
火
）、
11
月
３
日
（
土
）

東
京
・
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
の
計
３
回
。
各
会
場
と
も
、
熱
狂
的
な
フ

ァ
ン
も
含
め
満
席
の
状
態
。
カ
レ
ー
ラ
ス
さ
ん
は
、
相
変
わ
ら
ず
張
り
の

あ
る
テ
ノ
ー
ル
で
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
も
日
本
語
で
歌

っ
た
「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」
を
含
め
８
、
９
曲
。
30
分
に
以
上
に
及
び

ま
し
た
。
氏
の
こ
の
よ
う
な
精
力
的
な
活
動
は
、
同
じ
病
気
に
苦
し
む
人

へ
の
な
に
よ
り
の
エ
ー
ル
に
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

カ
レ
ー
ラ
ス
さ
ん
は
１
９
８
７
年
に
白
血
病
を
発
病
、
同
年
11
月
の
骨

髄
移
植
に
よ
り
回
復
さ
れ
た
経
験
か
ら
、
自
ら
「
ホ
セ
・
カ
レ
ー
ラ
ス
国

際
白
血
病
財
団
」
を
発
足
さ
せ
、
骨
髄
移
植
推
進
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
財
団
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
は
闘
病
中
に
う
け
た
医
学
的
、
社
会
的
な

支
援
に
応
え
る
も
の
。
骨
髄
移
植
推
進
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
も
、
世
界
各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
10
月
31
日
（
水
）、
パ
ー
ク

ハ
イ
ア
ッ
ト
ホ
テ
ル
（
東
京
・
西
新
宿
）
で
行
な
わ
れ
た
記
者
会
見
で
は

「
一
人
で
も
多
く
の
方
に
ド
ナ
ー
登
録
を
」
と
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
は「
ホ
セ
・
カ
レ
ー
ラ
ス
国
際
白
血
病
財
団
」

と
当
財
団
に
寄
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

骨
髄
バ
ン
ク
に
関
す
る
意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た

骨
髄
移
植
推
進
財
団
は
、
骨
髄
移
植
と
骨
髄
バ
ン
ク
に
対
し
て
、
一

般
の
方
―
特
に
登
録
し
て
い
な
い
方
が
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
や
考

え
を
持
っ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
８
月
７
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
調
査
部
の
協
力
を
得
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
骨
髄
バ
ン
ク
に
関
す
る
意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

回
答
い
た
だ
い
た
方
の
平
均
年
齢
は
35.5
歳
で
、
男
性
53.8
％
、
女
性

46.6
％
と
い
う
割
合
。
骨
髄
移
植
に
つ
い
て
は
全
体
の
８
割
以
上
の
方
が

ご
存
知
で
あ
る
も
の
の
「
ド
ナ
ー
登
録
を
し
て
い
る
人
」
は
わ
ず
か
６

０
９
人
、
2.2
％
と
い
う
状
況
で
し
た
。
な
か
で
も
「
ド
ナ
ー
登
録
し
て

い
な
い
」
と
回
答
し
た
人
の
理
由
に
つ
い
て
は
、「
安
全
性
に
つ
い
て

十
分
納
得
で
き
な
い
か
ら
」「
心
構
え
が
で
き
て
い
な
い
か
ら
」「
な
ん

と
な
く
怖
い
か
ら
」
で
上
位
３
位
を
占
め
る
と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ

て
お
り
、
財
団
の
普
及
啓
発
の
改
善
点
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
結
果
は
、
今
後
「
ド
ナ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
」
で
順
次
公
表
し
、
骨
髄

移
植
推
進
財
団
の
今
後
の
広
報
活
動
に
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

原
宿
駅
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
に
、

骨
髄
バ
ン
ク
の
大
型
ポ
ス
タ
ー

10
月
３
日
か
ら
10
日
ま
で
、
原
宿
駅
ホ
ー
ム
前
の
約
１
５
０
ｍ
に
渡
り
、

骨
髄
バ
ン
ク
の
大
型
ポ
ス
タ
ー
（
３
m
×
４
m
）
16
枚
が
掲
出
さ
れ
ま
し

た
。
当
財
団
設
立
10
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ボ
ー
ド
を
管
理
す
る
Ｎ

Ｋ
Ｂ
と
、
制
作
に
あ
た
っ
た
住
友
ス
リ
ー
エ
ム
の
ご
協
力
の
下
に
実
現
し

た
も
の
で
す
。

夏
目
雅
子
さ
ん
、
大
泉
逸
郎
さ
ん
、
東
ち
づ
る
さ
ん
、
深
尾
真
美
さ
ん
、

バ
ー
バ
ラ
・
ブ
ッ
シ
ュ
さ
ん
、
山
下
泰
裕
さ
ん
、
ケ
ン
ト
・
デ
リ
カ
ッ
ト

さ
ん
、
ア
ン
デ
ィ
･
フ
グ
さ
ん
（
12
月
か
ら
は
ミ
シ
ェ
ル
・
プ
ラ
テ
ィ
ニ

さ
ん
）、
長
嶋
茂
雄
さ
ん
と
メ
リ
ル
・
ス
ト
リ
ー
プ
さ
ん
、
ボ
ビ
ー
･
チ

ャ
ー
ル
ト
ン
さ
ん
、
ゲ
ー
リ
ー
･
リ
ネ
カ
ー
さ
ん
、
日
比
野
克
彦
さ
ん
の

イ
ラ
ス
ト
、
舞
台
「
友
情
」
の
出
演
者
た
ち
が
登
場
。
当
財
団
の
ポ
ス
タ

ー
（「
二
十
歳
の
登
録
」「
命
の
恩
人
―
―
」）
も
掲
出
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
で
の
掲
出
終
了
後
、
こ
れ
ら
の
ポ
ス
タ
ー
は
ホ
ー
ム
裏
側
（
竹

下
通
り
側
）
に
移
動
。
掲
出
期
間
は
来
年
３
月
ま
で
の
予
定
で
す
。

10
月
下
旬
、
来
日
中
の
ホ
セ
･
カ
レ
ー
ラ
ス
さ
ん
が
車
で
大
型
ポ
ス
タ

ー
の
前
を
通
り
ま
し
た
。
同
乗
し
て
い
た
関
係
者
が
カ
レ
ー
ラ
ス
さ
ん
の

ポ
ス
タ
ー
を
示
し
「
あ
っ
、
こ
の
人
知
っ
て
る
！
」。
す
か
さ
ず
彼
も

「
僕
も
よ
く
知
っ
て
る
人
だ
！
」
―
―
こ
ん
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
と
か
。

原
宿
駅
、
お
よ
び
そ
の
周
辺
は
若
者
の
情
報
発
信
地
で
す
。
16
枚
の
大

型
ポ
ス
タ
ー
に
よ
っ
て
若
い
世
代
の
ド
ナ
ー
登
録
者
増
加
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

回答数　28210
●骨髄バンクをご存知でしたか？

よく知っている ………………………………8.0%

だいたい知っている …………………………34.8%

●アンディ・フグが急性白血病で亡くなったことを
ご存知でしたか？

よく知っている ………………………………63.6%

だいたい知っている …………………………31.8%

●骨髄移植推進財団（JMDP）の
ホームページを見たことがありますか？

閲覧したことがある …………………………7.2%

閲覧したことがない …………………………92.0%

●骨髄バンクのキャンペーンサイト
“ドナーズネット”をご存知でしたか？

よく知っている ………………………………0.5%

どちらとも言えない …………………………2.7%

まったく知らなかった ………………………77.7%
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お問い合わせ・資料請求は

日本骨髄バンク　0120-445-445
http://www.jmdp.or.jp/

日本小型自動車振興会からの補助について

「患者さんと主治医のためのパンフレット」改訂版、年内完成。

骨髄バンクの医療委員会で編集した「患者さんと主治医のためのパンフレット」の改訂版
がまもなく発行予定です。骨髄移植や他の造血幹細胞移植をお考えの患者さんのために、
疾患や治療法について解説しました。昨年発行された初版をベースに、最新の治療成績、
セカンドオピニオンの求め方、血液疾患関連の用語解説などについての増補・改訂を行い
ました。患者さんが知りたいことを、できるだけ事実に基づいて、分かりやすく解説して
あります。主治医の先生といっしょにお読みいただき、ご自身にとってもっとも適切な治
療法を選択していただけるようお役立ていただければ幸いです。

くわしくは　日本骨髄バンク「患者問い合わせ窓口」03-3355-8699まで。

本紙は日本赤十字社のご協力により、ドナー登録者すべての皆さまにお送りしています。ご就
職、結婚、転勤などでお住まいを変わられた方、ご結婚で名字が変わられた方は、同封の宛名
台紙をご利用いただき、ＦＡＸ、またはハガキとして骨髄データセンターへお知らせください。

当
財
団
は
、
１
９
９
１
年
、
平
成
３
年

12
月
に
国
民
の
善
意
の
も
と
に
「
公
平

性
・
公
共
性
、
広
域
性
」
を
事
業
の
基
本

理
念
と
し
て
設
立
い
た
し
ま
し
て
か
ら
、

お
か
げ
さ
ま
で
、
本
年
で
10
年
と
い
う
大

き
な
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

設
立
の
産
声
を
あ
げ
、
初
め
て
私
ど
も

の
骨
髄
バ
ン
ク
を
介
し
て
移
植
が
行
わ
れ

ま
し
た
の
は
１
９
９
３
年
。
そ
の
年
の
非

登録内容の変更は骨髄データセンターまでご連絡を！

本年度も普及啓発ポスター、パンフレット、
リーフレットは「オートレース公益資金」
の補助により発行しています。

「10周年という大きな節目を迎えて」

財団法人骨髄移植推進財団

理事長高久史麿

血
縁
者
間
骨
髄
移
植
数
は
年
間
86
例
で
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
昨
年
11
月
に
は
、
３
０

０
０
例
を
越
え
、
本
年
10
月
末
現
在
で
は
、

３
６
８
９
例
に
も
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
多
年
に
わ
た
り
こ

の
事
業
に
深
い
ご
理
解
と
暖
か
い
ご
支
援

を
賜
り
ま
し
た
数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
、
ご
登
録
い
た
だ
い
た
方
々
、
さ

ら
に
は
関
係
機
関
等
、
バ
ン
ク
事
業
に
携

わ
る
多
く
の
方
々
の
限
り
な
い
ご
尽
力
の

賜
物
で
あ
り
、
こ
こ
に
深
く
感
謝
と
敬
意

を
表
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
よ
り
一
層
決
意
を
新
た

に
ド
ナ
ー
登
録
30
万
人
の
目
標
に
向
け

て
、
普
及
広
報
活
動
等
の
強
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
一
人
で
も
多

く
の
患
者
さ
ん
が
実
際
の
骨
髄
移
植
に

至
れ
る
べ
く
、
ド
ナ
ー
安
全
対
策
の
強

化
等
に
努
め
る
ほ
か
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
活
動
や
国
際
協
力
の
推
進
に
よ
る
骨

髄
移
植
の
機
会
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
う
し
た
対
策
の
ほ
か
、
近
年
の
医
学

の
進
歩
発
展
を
踏
ま
え
て
末
梢
血
幹
細
胞

移
植
等
に
つ
き
ま
し
て
も
よ
り
検
討
を
深

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

聖
域
な
き
構
造
改
革
の
推
進
な
ど
、
今
日

の
社
会
経
済
情
勢
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化

は
、
骨
髄
バ
ン
ク
を
取
り
巻
く
環
境
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
が
、

社
会
の
要
請
に
応
え
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
に

打
ち
克
っ
て
着
実
に
事
業
を
推
進
し
、
た

ゆ
み
な
く
前
進
を
続
け
、
私
ど
も
に
課
せ

ら
れ
た
こ
の
重
大
な
使
命
に
対
し
そ
の
責

務
を
果
た
し
て
、
21
世
紀
に
む
け
て
さ
ら

に
大
き
く
飛
躍
い
た
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
10
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
あ
ら
た
め
ま
し
て
骨

髄
バ
ン
ク
事
業
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
す

べ
て
の
方
々
に
感
謝
を
表
し
、
引
き
続
き

ま
し
て
暖
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

フリーダイヤル
ドナーズネット
http://www.donorsnet.net/

本年度の普及啓発ポスターのデザインは、故・夏目雅子さん。今
年12月から、全国の主要郵便局、行政機関に掲出される予定で
す。実兄の小達一雄様、写真家の田川清美様をはじめ、ご遺族・
関係者の皆さまの暖かなご理解に、心より感謝申し上げます。
（協力：夏目雅子ひまわり基金）

患者さんとドナーの方の
手紙交換ルールの変更について

骨髄バンクでは、地区事務局やコーディネーターを通
じて、患者さんとドナーの方が手紙のやりとりをするこ
とができますが、このほど、手紙交換に関するルールの
変更がありました。
このたびのルール改正は、手紙の取次ぎが原則1回と
なっていたものの、移植前・移植後と、患者さんから2
回届くことがあったことや、時期に関しての期限がなか
ったため、再度検討されたものです。検討の結果、手紙
の取次ぎは2回まで、移植後1年のあいだとさせていただ
くことになりました。なお、引き続き患者さん・ドナー
の方とも、お手紙の内容に氏名・住所、生年月日、病名
や移植病院名とその所在地がわかるような内容は差し控
えていただくこと、金銭・物品のお取次ぎはできないこ
とにつきましては、ご理解いただけますようお願いいた
します。
ちなみに、本年度のAC（公共広告機構）の骨髄バン

ク普及啓発キャンペーンは“患者さんからドナーへの手
紙”がテーマです。骨髄提供が患者さんへの命のプレゼ
ントであり、ドナーにとっても大きな心の財産になるこ
とを訴えた内容となっています。


